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航空衛星通信システム関連会議航空衛星通信システム関連会議

欧州NexSAT会議
Next Generation Satellite System Steering Group
主催：ユーロコントロール、欧州の衛星・航空関連企業が中心
開催時期：2002年秋～ほぼ半年に１回(春・秋)。（但し昨年度は1回)
最近は、AGCFG (Air Ground Communication Focus Group：欧州
の次世代航空通信システム関連の検討会議）と同時開催

ICAO ACP：国際民間航空機関の航空通信パネル
International Civil Aviation Organization
Aeronautical Communication Panel

WG-C：Working Group – Communication
主に、航空通信関連の技術動向
次世代航空通信関連技術の開発 等
開催：ほぼ半年に1回

WG-M：Working Group – Maintenance
主に、国際標準(SARPｓ)の変更・修正
開催：ほぼ半年に1回
IridiumサブWG
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欧州欧州NexSATNexSAT会議会議

将来の衛星通信サービスにおける欧州の方向性を検討
将来の移動通信システム構想の要素
サービス、仕様
制度・ビジネスモデル
技術検証

将来の衛星通信サービスに求められるものは。。。
通信能力をいつでもどこでもグローバルに提供
高いアベイラビリティ、信頼性、連続性
航空通信サービスの安全性と定常性
音声／データ

ATS (Air Traffic Service)等
インフラ：既存のLバンドに対応
早急な開発とグローバルなサービス

フレキシビリティ：特定エリアでの容量増加
例：局所的なビームの利用

新技術による利益
低価格なAES(航空機地球局)
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第第77回回NexSATNexSAT会議会議

2006年3月9日 フランス ツールーズにて開催
参加者：約40名

Eurocontrol、ESA、DSNA(フランス )、DLR、QinetIQ、インマルサット、THALES、
ALCATEL、Airbud、JCAB、JRANSA、Iridium、ENRI等

議題：
将来の通信インフラについて <Action Plan 17>
エアバスによる将来の航空衛星通信の展望
AeroBGANの動向
ICAOの動向
その他研究動向

NAVISAT
ATMのためのSATCOMシステム
MTSAT
IPを利用した次世代AMSS用
シミュレータ開発計画
IRIDIUM

その他の議論
新標準の必要性
AGCFGとの関係
衛星周波数の分割問題
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ＩＣＡＯＩＣＡＯ ＡＣＰＡＣＰ ＷＧＣＷＧＣ 第第1010回会議回会議

2006年3月13日~17日 カナダ モントリオールにて開催
参加者：約20名（うち1/2が前週の第7回NexSAT会議
参加者）

ICAO、FAA、EUROCONTROL、QinetIQ、NASA、DSNA、
DLR、ALCATEL、JCAB、ENRI等

議題
ICAO、ITU関連動向
新技術関連

Action Plan17動向
周波数関連等
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第第1111回ＩＣＡＯ回ＩＣＡＯ ＡＣＰＡＣＰ ＷＧＣ・第８回ＷＧＣ・第８回NexSATNexSAT
・第・第33回ＡＧＣＦＧジョイント会議回ＡＧＣＦＧジョイント会議

2006年9月18~22日 ベルギー ブラッセルにて開催

ICAO ACP WGC、AGCFGと議題を分割せず同時開催
参加者：最大約50名

ICAO 、 FAA 、 Eurocontrol 、 ESA 、DSNA(フランス ) 、
QinetIQ、DLR、インマルサット、THALES、ALCATEL、
JCAB、JRANSA、Iridium、ENRI等

議題：
SESAR関連
将来の通信インフラの動向

衛星関連の動向

その他研究動向
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衛星通信に関連する議題衛星通信に関連する議題

将来の通信インフラ関連
ActionPlan17
FCS : Future Communication Study
COCR：Concept of Communication Requirement

航空に利用できる衛星通信の動向
次世代衛星通信

Inmarsat SwiftBroadband、Iridium
その他衛星通信の動向

MTSAT、NAVISAT
航空機材の対応動向

ICAO、ITU関連の動向
標準化、周波数問題
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将来の通信インフラ関連将来の通信インフラ関連
～次世代通信システムに関する調査研究～次世代通信システムに関する調査研究

FAA/NASA：FCS (Future Communication Study)
EUROCONTROL：FCI (Future Communication Infrastructure)

※ACP WGC#11資料
(2006.9)より

共同
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将来の通信インフラ将来の通信インフラ ～～Action Plan17Action Plan17
ユーロコントロールとFAAの協同
調査計画

要件や運用の概念、新しい移動
通信技術、将来の通信のロード
マップ等
覆域、アベイラビリティ、優先度等、
要求されるQoS (Quality of 
Service)に対応する地対空通信
を構築

衛星関連の活動
ESAとの研究
AeroBGANフィージビリティスタ
ディ
ICAO ACP
EUが出資するプロジェクト関係
NexSAT会議

2020年頃
ターミナルやエンルート
併用

Lバンドの衛星通信
インマルサットI-4
（スイフトブロードバンド）
イリジウム等

狭帯域化(25kHz→
8.33kHz)された地上VHF網
拡張型のモードS

※NeｘSAT#7資料より抜粋
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FCSFCSのロードマップのロードマップ

※ACP WGC#11資料(2006.9)より
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将来の通信システム将来の通信システム
～～FCIFCI Step1Step1の調査結果の調査結果

※NeｘSAT#7,AGCFG#2資料
(2006.3)より

※ACP WGC#11資料(2006.9)より
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将来の通信システム将来の通信システム
～～FCIFCI Step1Step1の調査結果の調査結果

※NeｘSAT#7,AGCFG#2資料
(2006.3)より

※ACP WGC#11資料(2006.9)より
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将来の周波数利用将来の周波数利用
～～FCIFCI Step1Step1の調査結果の調査結果

※NeｘSAT#7,AGCFG#2資料
(2006.3)より

※ACP WGC#11資料(2006.9)より
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将来の周波数利用将来の周波数利用
～～FCIFCI Step1Step1の調査結果の調査結果

※NeｘSAT#7,AGCFG#2資料
(2006.3)より

※ACP WGC#11資料(2006.9)より



2006.10.12

No. 15

日本航海学会 航空宇宙研究会資料

FCSFCSフェーズフェーズ22の調査結果の調査結果

※ACP WGC#11資料(2006.9)より
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次世代衛星通信の動向次世代衛星通信の動向
～～Inmarsat Inmarsat SwiftBroadbandSwiftBroadband

ATM通信におけるフィージビリティスタディ調査
QinetIQ(英国)を中心とするコンソーシアムが実施

SITA、Thales Avionics UK、EADS Astrium、
インマルサット

ワークパッケージ(WP)
WP1:技術的な特徴
WP2:制度上の問題
WP3:航空機のアーキテクチャの問題
WP4:コスト等の問題
WP5:まとめ
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Inmarsat SwiftBroadbandInmarsat SwiftBroadband

Inmarsat 4衛星を利用した航空通信サービス

※NeｘSAT#7資料(2006.3)より
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一例（コスト等）一例（コスト等）
～～ Inmarsat Inmarsat SwiftBroadbandSwiftBroadband FSFS

※NeｘSAT#7資料(2006.3)より
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次世代衛星通信の動向次世代衛星通信の動向
～～ IridiumIridium

性能
2.4kbps
ポイントツーポイントサービス
対象：モバイルユーザ
小型アンテナ
低コストモバイル端末
極地域を中心

現用衛星：2014年半ばに拡張
予定
電話
SBD (Short Burst Data)

今後（2006年以降)の予定
ゲートウェイ局の増設：

アラスカ
既存はアリゾナ州タンパ

SBD用システムの拡張
SBD用機材
ネットワークの冗長
IPインターフェース 等

次世代アーキテクチャの開
発

※NeｘSAT#7資料(2006.3)より
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次世代衛星通信の動向次世代衛星通信の動向
～～ IridiumIridium

※NeｘSAT#7資料(2006.3)より
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次世代衛星通信の動向次世代衛星通信の動向
～～ IridiumIridium サービス動向サービス動向

Numbers of LBT Units shipped to Aero VAMs and VARs
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※NeｘSAT#7資料(2006.3)より
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その他衛星通信その他衛星通信
～～ MTSATMTSATの動向の動向

運用サービスは2006年を計画
2006年3月時点で、音声やデータ通信のフライトテスト
により、異なる航空会社、機材、アビオニクスによる確
認が終了

次世代衛星サービス
2015年頃の次世代MTSATサービス概念
将来のMTSATシステムの実施計画の開発
評価プロジェクトのコスト評価
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その他衛星通信その他衛星通信
～～ NAVISATNAVISATの動向の動向

アフリカ・中東上空の衛星航法と通信
DGAC(フランス)、AVIT(Aviation Information Technology)(エジプト)、
ICAO regional office等

調査研究（Phase 1) ~2006年3月現在
現在のインフラと予測

CNSサービスの改善
既存インフラの再活用
他地域との相互運用可能性

通信の必要性
システムアーキテクチャ
経済分析
運用コスト（衛星軌道の維持費等を含む）

• 付加価値の開発
• 運用後5年での資金回収を目標

今後
Phase 2:NAVISATの運用会社の設立
Phase 3:開発フェーズ
Phase 4:運用
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NAVISATNAVISAT

※NeｘSAT#7資料(2006.3)より
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NAVISATNAVISATサービス（１／２）サービス（１／２）

※NeｘSAT#7資料(2006.3)より
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NAVISATNAVISATサービス（２／２）サービス（２／２）

※NeｘSAT#7資料(2006.3)より
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航空機製造メーカの対応動向航空機製造メーカの対応動向
～～ AirbusAirbus

インマルサット衛星をベースに展開予定
現用のインマルサット3でも利用できるシステム
インマルサット4（次世代衛星[Inmarsat SwiftBroadband]）には対応
衛星を利用し、ATMシステムを解決

問題点：
航空機の更新サイクル

追加機能や安全性とコストベネフィットのバランス

旧式機材へのレトロフィット化は不可欠

衛星システム：地域限定では既に利用可能

→ 安全性の改良や追加性能が鍵
衛星システムを利用したVHFシステムのサポートに期待

2015～2020年頃？

今後の技術開発への期待
適正な性能、容量、運用、コスト等を考慮
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ICAOICAOの動向の動向

AMS（R）S SARPｓ：航空移動衛星通信の新標準策定
討議：ACP WG-M中心
将来技術：ACP WG-C中心

現用AMSSとNGSS（次世代AMSS)をまとめた標準策定
コアSARPsとテクニカルマニュアルから構築：

ICAOの最近の新SARPs形式
コアSARPs：システムと性能要件
テクニカルマニュアル：特定システムの詳細な技術情報

• Iridium
• MTSAT + Inmarsat
他の標準（RTCAやEUROCAE等）を参照
システムや技術仕様のボリュームを最小化

• 資料参照の注、個々のマニュアルの必要性への調査、意見
• 2006.6.9までにドラフト版へのコメント

（NexSATでもコメント収集）
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ICAO ICAO イリジウムマニュアルの動向イリジウムマニュアルの動向

随時見直し検討、現在最終ドラフトが完成。
ATNの空地サブネットについても WGNのサブグループで検討中
次回サブグループ会議は１０月２４日～２６日

来年春のACP会議に向け作成、調整中。
イリジウムマニュアル

Chapter 1 Introduction

includes potential benefits that can be expected from the use of a satellite 
communication service for AMS(R)S and an overview of how the Iridium 
Satellite Network supports AMS(R)S)

Chapter 2 Services, User requirements and Operational

Chapter 3 Standardization activities

Chapter 4 ICAO Activities

Chapter 5 Iridium Satellite Network

Chapter 6 Iridium AMS(R)S System

Chapter 7 Iridium AMS(R)S Standardization Activities

Chapter 8 Comparison of AMS(R)S SARPs and Expected Iridium Performance

Chapter 9 Implementation Guidance
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ITUITUの動向の動向
～～ 衛星用周波数問題衛星用周波数問題

ITU：International Telecommunication Union
国際電気通信連合：電気通信に関する国際標準の策定

WRC07：World Radio Communication 2007
2007年世界無線通信会議
航空用無線通信に関しての次回討議（前回は2003年）

ITUにおけるAMS（R）Sの周波数への影響
航空の安全通信の重要性

衛星通信やWRC07の周波数保証のための活動
WRC07 Agenda item1.6への対応
航空用周波数
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その他の機関における活動その他の機関における活動
～～ ESAESA：：ATMATM専用の衛星通信システム専用の衛星通信システム

ATM専用の衛星通信におけるビジネスモデル開発
ESA：European Space Agency（欧州宇宙連合）

CNESと共同出資:700kユーロ(9ヶ月):2006年9月開始
ATC要件を満足する専用の衛星通信システム
経済的に実現可能かどうか調査

SESARにも対応
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ESAESA：：ATMATM専用の衛星通信システム専用の衛星通信システム

※ACP WGC#11資料(2006.9)より



2006.10.12

No. 33

日本航海学会 航空宇宙研究会資料

ESAESA：：ATMATM専用の衛星通信システム専用の衛星通信システム

※ACP WGC#11資料(2006.9)より
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ESAESA：：ATMATM専用の衛星通信システム専用の衛星通信システム

※ACP WGC#11資料(2006.9)より
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その他の機関における活動その他の機関における活動
～～ ENRIENRI：：IPIPを用いた次世代を用いた次世代AMSSAMSSシミュレータの開発シミュレータの開発

IP(インターネット・プロトコル)を利用した
次世代衛星通信システム用シミュレータ開発

ENRI
IPモデルや衛星通信モデル、航空トラフィックモデルの開発

IP利用：高速通信→通信容量の増加
Opnetを用いた通信トラフィック分析
伝送遅延時間、通信性能評価
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IPIPを利用したを利用したAMSAMS（（RR））SSシミュレータ開発シミュレータ開発
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Thank you!Thank you!


